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【科目】近代西洋社会論
【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・2 単位
【対象学科・専攻】専攻科共通・2 年次
【担当教員】

宮川 剛

【授業目標・教育方針】
・近世・近代ヨーロッパの社会や歴史に様々な角度から光をあてて、世界史におけるヨーロッパの役割、他の地域・
文明に与えた影響などをさぐる。
・現代世界形成に大きな役割を果たしたヨーロッパの歴史的背景について理解を深めることで、国際化社会にふさわ
しい教養・認識を身につけることを目指す。

【授業概要】
・近世・近代ヨーロッパの政治、文化、宗教など、毎回テーマを設定し、それについて講義をおこない、基本的な知
識を提供する。
・講義の内容に関する討論・質疑応答を通じて、時代背景への理解を深める。
・授業中配布する資料や参考図書を読み込むことで、現代世界の諸問題の歴史的背景を理解する。
・レポートの作成を通じて、自らの考えを論理的に表現する訓練をおこなう。

【教科書・教材・参考書 等】
とくに教科書などは利用しない。授業中にプリントなどを配布する。参考図書なども授業中に指示する。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
講義形式で行う。

【成績評価方法】
［後期］期末試験：80%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (A) 地球的規模での人，社会，環境についての倫理・教養を身につける．

【JABEE 評価】
(a) 地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養

【授業計画】（授業名：近代西洋社会論）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 回 イントロダクション 西洋近代史概説
2 回～ 3 回 大航海時代 「地理上の発見」の歴史的背景、影響を考察する。現

代の「一体化した世界」の原点を探る。
4 回～ 5 回 主権国家体制の確立 現代の国際関係・秩序を支える外交の手法やルールが

16 ～ 17 世紀のヨーロッパで形成される過程を考察す
る。

6 回～ 7 回 宗教改革 中世キリスト教社会との断絶を告げる宗教改革の原
因、過程、ヨーロッパ社会への影響について考察す
る。

8 回～ 10 回 17 世紀の危機 17 世紀ヨーロッパにおける経済の停滞について。ヨー
ロッパの政治への影響。オランダの発展について。

11 回～ 12 回 近代ヨーロッパの貴族 イギリスのジェントルマン階級をはじめとしたヨー
ロッパの上流階級が、近代史において果たした政治
的・経済的役割について。

13 回～ 15 回 産業革命の原因と結果 現代工業化社会の出発点である 18 世紀後半のイギリ
ス産業革命について。背景となる 17 ～ 18 世紀イギリ
ス経済との関わり。産業革命が他国に及ぼした影響に
ついて。
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